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　 制 御 回 路 Ｃ に よ り 、 第 １ の リ レ ー Ｒ １ が オ ン 状 態 （ 閉 状 態 ） に 設 定 さ れ る と 、 オ ル タ ネ
ー タ Ａ か ら の 給 電 に よ り 第 １ の バ ッ テ リ Ｂ １ が 充 電 さ れ 、 オ フ 状 態 （ 開 状 態 ） に 設 定 さ れ
る と 、 第 １ の バ ッ テ リ Ｂ １ は 、 オ ル タ ネ ー タ Ａ 及 び 電 装 補 器 類 Ｌ １ ～ Ｌ ｎ か ら 切 り 離 さ れ
、 第 １ の ス タ ー タ モ ー タ を 起 動 さ せ 得 る 状 態 と な る 。 ま た 、 同 様 に 、 第 ２ の リ レ ー Ｒ
２ が オ ン 状 態 （ 閉 状 態 ） に 設 定 さ れ る と 、 オ ル タ ネ ー タ Ａ か ら の 給 電 に よ り 第 ２ の バ ッ テ
リ Ｂ ２ が 充 電 さ れ 、 オ フ 状 態 に 設 定 さ れ る と 、 第 ２ の バ ッ テ リ Ｂ は 、 オ ル タ ネ ー タ Ａ 及
び 電 装 補 器 類 Ｌ １ ～ Ｌ ｎ か ら 切 り 離 さ れ 、 第 の ス タ ー タ モ ー タ Ｍ を 起 動 さ せ 得 る 状 態
と な る 。 更 に 、 制 御 回 路 Ｃ は 、 必 要 に 応 じ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の リ レ ー Ｒ １ 及 び Ｒ ２ を オ ン
状 態 に 設 定 し 、 第 １ 及 び 第 ２ の バ ッ テ リ Ｂ １ 及 び Ｂ ２ の 両 方 か ら 、 第 １ の ス タ ー タ モ ー タ
Ｍ １ へ 給 電 し 該 第 １ の ス タ ー タ モ ー タ Ｍ １ を 起 動 さ せ る 、 若 し く は 、 第 ２ の ス タ ー タ モ ー
タ Ｍ ２ へ 給 電 し 該 第 ２ の ス タ ー タ モ ー タ Ｍ ２ を 起 動 さ せ る よ う な 制 御 を 行 な う こ と も 可 能
で あ る 。
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